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ManageOZO3 3.26.0/AC 2202.0
リリース内容

2022年1月19日
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• リリース日は2/9(水) になります。

• クラウド反映は2/12(土)～13(日)の夜間に実施いたします。

【注意事項】

カスタマイズ機能をご利用のお客様につきましては、バージョンアップ対応をご
希望の場合には、有償対応となりますので、販売店ご担当者様、または、弊社営
業担当までご連絡いただきますよう、お願い申し上げます。

リリース日
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2022年2月(3.26.0/2202.0) リリース内容

共通 オンラインマニュアルの改善

共通 設定画面の操作性改善

SSO トラストログインなど証明書が必要なIdpとのSSO連携

SSO SSO利用時の通常ログイン画面の制限機能を追加

勤怠 時間端数処理の雇用区分別対応

勤怠 シフト管理のスマホ対応

工数 工数管理の機能改善

債権債務 商品マスタへの対応

会計 セグメントのManageOZO3でのリリース

会計 仕訳申請のひな型保存対応

会計 現金出納帳の奉行データ参照

会計 取引先マスタの与信項目追加

会計 一覧画面に並び替え機能追加

FD FDオプション製品の帳票出力OPプラスのリリース（パッケージ版のみ）
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2022年2月(3.26.0/2202.0) リリース内容

予実 予定データのコピー機能の追加

予実 取込設定の日付項目の型指定機能の追加

予実 変換設定で実績データを前月・翌月データとして取込できる

予実 変換設定の抽出条件で「または」の条件を利用できる

予実 複数ファイルアップロード時のまとめてレポート反映機能の追加

予実 推移表のヘッダー表示名・出力用パターンの年度単位のコピー機能の追加

予実 レポートの比率項目の桁数設定ができる

予実 レポートの「最新のデータ登録日」の表示

予実 レポート比較項目の拡張

予実 ポータル・レポート出力の当月開始設定の拡張

予実 レポート出力の印刷設定の対応

予実 会計年月度を暦年・歴月の表記に変更
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【共通】オンラインマニュアルの改善

• オンラインマニュアルが全ての画面で、画面表示している
サブタブの内容が表示されるようになりました。

• バージョンアップ後に、上記の動作に変更されます。
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【共通】設定画面の操作性改善

• 以下の対応を行いました。
① システム運用設定>アクセス権管理>アプリケーションの画面で、グループとユーザーのリストにスクロールをつけました。また、グループは階

層単位での折り畳み機能を付けました。

② システム運用設定＞アクセス権管理＞グループ/ユーザーの画面で、グループ選択に階層単位での折り畳み機能を追加し、ユーザー選択にユー
ザー名/ユーザーID/役職での絞り込み機能を追加しました。

③ ERPユーザー情報連携＞除外設定＞社員＞奉行社員子画面の検索項目に社員番号と社員名を追加しました。

④ 以下の画面の項目にスクロールを付けました。

 会計運用設定＞科目設定＞使途設定＞編集画面＞利用する部門

 会計運用設定＞法人カード設定＞法人カード登録＞編集画面＞部門制限、利用者制限

 会計運用設定＞出張手当設定＞パターン設定＞該当ユーザー

 工数管理＞工数実績＞工数データ出力＞対象部門、対象者

 業務ナビ＞管理＞業務ナビ設定＞編集画面＞対象部門、対象ユーザー

⑤ 以下の画面でボタンを画面上部にも付けました。

 給与賞与明細＞パスワード初期化設定の実行ボタン

 共通ポータル設定>表示条件>経費ダッシュボード＞権限設定＞ユーザーの登録、クリアボタン

 共通ポータル設定>表示条件>経費ダッシュボード＞権限設定＞グループの登録、クリアボタン

⑥ グループの検索子画面にグループ名の検索条件を追加しました。

• バージョンアップ後に、上記の動作に変更されます。
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【SSO】トラストログインなど証明書が必要なIdpと
のSSO連携

• シングルサインオンの設定で、Idp側の証明書に対応できる
ようになりました。

• 証明書があるIdpを利用する場合は、Idpで証明書などをダ
ウンロードしていただき、SSOの設定画面で登録をしてく
ださい。

• 既存の運用はバージョンアップに伴う影響はありません。

• バージョンアップ後、本機能はすぐに利用できます。
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【SSO】SSO利用時の通常ログイン画面の制限機能を
追加

• シングルサインオンを利用している際に、ManageOZO3/AC
の通常ログイン画面でのログインを許可する/しないを設定で
きるようになりました。

• 既存の運用はバージョンアップに伴う影響はありません。

• バージョンアップ後は、全てのアカウントがログインできる
設定になっています。

• 通常ログイン画面でのログインを許可しない設定にする場合
は、SSO設定で許可ユーザーの設定を削除してください。
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【勤怠】時間端数処理の雇用区分別対応

• 時間端数処理が雇用区分毎に分けられるようになりました。

• 時間端数処理の設定画面でパターンを登録し、雇用区分別
設定でパターンを紐づけして利用します。

• 既存の運用はバージョンアップに伴う影響はありません。
既存の設定は[会社共通]のパターンとして登録が引き継が
れ今まで通り利用できます。

• バージョンアップ後に、雇用区分ごとに端数処理を分けた
い場合は、パターンを追加していただき、雇用区分別設定
で時間端数処理のパターンを選択してください。
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【勤怠】シフト管理のスマホ対応

• スマートフォンで個人のシフト希望の登録と確認ができる
ようになりました。

• 勤怠管理の管理画面の権限設定でシフト管理が利用可能に
なっているユーザーがスマホでも登録が可能になります。

• シフトの確定機能はPC版の画面でのみ操作可能です。

• 既存の運用はバージョンアップに伴う影響はありません。

• バージョンアップ後に、権限付与されたユーザーがスマホ
サイトを開くとトップにシフト管理が追加されています。
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【工数】工数管理の機能改善

• 工数管理やプロジェクト管理で以下の対応を行いました。
① プロジェクトと作業内訳をCSVで紐づけできるようになりました。

② 工数管理の一覧の日の開始を勤怠と合わせられるようになりました。

③ 作業内訳の子画面について、大きさの変更とスクロールバーを付け、選択しやすくなりました。

④ 要員登録のCSV取込で削除ができるようになりました。

⑤ 作業内訳の並び順をマスタ管理の並び順に合わせて表示されるようになりました。

⑥ 工数管理の工数の入力で時間に全角を入力できるようになりました。

⑦ プロジェクト管理の検索画面で、検索時点で有効なプロジェクトという検索ができるようになりました。また、画面表示の初期検索が、今回追加さ
れた[有効なプロジェクトを表示する]に変更されました。

⑧ 工数管理のエラー判定を変更し、勤務0時間、工数0時間の場合にエラー判定されないようになりました。

⑨ 勤怠管理と工数管理をご契約のお客様環境で、工数管理のみライセンスが付与されているユーザーは、勤怠と工数の差異判定が表示されなくなりま
した。

⑩ プロジェクト申請で[PMメンバー]という表記を[PM]に変更しました。

⑪ プロジェクト管理の要員管理画面の権限を変更しました。

• 既存の権限は、[登録]に名称変更。[登録]権限は、既存の動作通り、全てのプロジェクトの編集が可能。

• 新たに[利用]を追加。[利用]権限は、要員管理画面の表示が可能。

• ①③④⑤⑥⑧⑨については、リリース後に上記の動作となります。

• ②⑩は設定の変更をすることで、新機能が利用できるようになります。

• ⑦のプロジェクト管理の初期検索については、リリース後に既存の動作から変更になります。
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【債権債務】商品マスタへの対応

• 債権債務申請で商品マスタが利用できるようになりました。

• 単価や単位、区分など商品をマスタ登録しておき、主に債
権伝票を起票する際に呼び出しして利用します。

• 既存の運用はバージョンアップに伴う影響はありません。

• バージョンアップ後に、マスタ管理で商品区分と商品のマ
スタ登録を行い、会計管理の運用設定で商品を利用する設
定を行うことで、運用が開始できます。
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【会計】セグメントのManageOZO3でのリリース

• ManageOZO3でもセグメントマスタを利用できるようにな
りました。（※2021年8月リリースでManageACのみセグ
メントマスタの対応をリリースしていました）

• プロジェクトのように汎用的なセグメント項目を申請時に
登録し、勘定奉行の仕訳にセグメントも連携できます。

• 利用できる申請書は以下となります。

経費精算/接待交際費精算/出張精算/交通費精算

購入申請/支払申請/請求申請/仕訳申請/マイナス経費申請

• セグメントを利用したい場合、マスタ管理＞連携設定から
連携方法を登録します。会計運用設定でセグメントの利用
可否を登録します

• 既存の運用はバージョンアップに伴う影響はありません
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【会計】仕訳申請のひな型保存対応

• 仕訳申請でひな型保存ができるようになりました。

• 既存の運用はバージョンアップに伴う影響はありません。

• バージョンアップ後に、仕訳申請の画面を開いていただく
と利用できます。（設定などの事前準備は不要です）
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【会計】現金出納帳の奉行データ参照

• 現金出納帳のデータの参照先を勘定奉行にすることができ
るようになりました。

• 既存の運用はバージョンアップに伴う影響はありません。

• バージョンアップ後に、現金出納帳の管理画面で勘定奉行
への連携設定を行うことで、参照先が切り替わります。
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【会計】取引先マスタの与信項目追加

• 取引先マスタに与信額と購入限度額を入力できるようにな
りました。

• バージョンアップに伴い、取引先マスタの出力と取込の
CSVフォーマットが変更になります。

• バージョンアップ後は、項目が追加された状態となります。
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【会計】一覧画面に並び替え機能追加

• 以下の画面で項目の並び替えができるようになりました。
① 支払管理＞FBデータ一覧、チェックリスト

② 支払管理＞カード支払一覧

③ 債権債務管理＞債権伝票

④ 債権債務管理＞債務伝票

⑤ 仕訳管理＞仕訳一覧

⑥ 仕訳管理＞振替仕訳登録

• 支払予定表を呼び出し元の支払一覧の並び順で表示するよ
うになりました。

• FBデータ一覧及びチェックリストの画面の出力機能は並び
順通りに出力ができるようになりました。

• バージョンアップ後に、機能が利用できるようになります。
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【FD】帳票出力OPプラスのリリース（パッケージ版
のみ）

• 本機能の利用はパッケージ版のご契約をしていただいてい
るお客様のみとなります。

• 本機能を利用する場合は、フォームデザイナーの帳票出力
オプションプラスのオプションをご契約いただく必要がご
ざいます。

※ご希望の場合は、弊社営業にお問い合わせください

• 帳票出力オプションで設定した帳票を、サーバー内の特定
のフォルダに出力できるようになりました。

• 既存の運用はバージョンアップに伴う影響はありません。
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【予実】予定データのコピー機能の追加

• 予定データをコピーできる機能を追加しました。

• 予定登録＞全社共通を指定すると「予定コピー」ボタンが
表示されます。

• 同一年度の予算編成区分の単位でコピーが可能になります。

• 予定立案の際、前月の予定をコピーし、修正が必要な部門
のみ別途、予定を登録することで、予定登録業務の効率化
を図ることができます。
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【予実】取込設定の日付項目の型指定機能の追加

• 実績データの日付項目がYYYYMM形式・YYMMDD形式の
データの取り込みが行えるようになります。

• 取込設定の計上日の項目に「日付補完」を指定することで、
明示的に形式を指定し、取り込みします。

• YYYYMM形式の場合、日にちは年度設定で設定した月の開
始日が指定されます。

• YYMMDD形式の場合、20YY年として取り込みされます。
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【予実】変換設定で実績データを前月・翌月データと
して取込できる

• 変換設定にて、実績の取込データを翌月・前月のデータと
して取り込むことができるようになります。

• 前月末の棚卸し残高を翌月の期初残高として登録するなど、
繰越データを、事前に計上日の変更をすることなく登録す
ることができます。

• 日にちは取込データの日付が適用されます。ただし、前
月・翌月によって月末日が存在しない日付となる場合、計
上月の有効な月末日が適用されます。
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【予実】変換設定の抽出条件で「または」の条件を利
用できる

• 変換設定の抽出条件として「または」を指定できるように
なります。

• 変換設定で必要最低限の登録で設定することができるよう
になります。
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【予実】複数ファイルアップロード時のまとめてレ
ポート反映機能の追加

• 予定・実績ファイルの取り込みの際、レポートへのデータ反映を行う
タイミングを設定できるようになります。

• アップロードするファイル数が多い場合、「最終処理で反映する」に
設定しておくことで、取込処理の時間短縮が可能となります。

• 「最終処理で反映する」設定で、取込状況に後続処理がある場合は、
取込状況のステータスが「レポート反映前」のステータスとなり、最
終の取込で「正常終了」になります。

※取込状況の処理順序の間に、異なる種別がある場合は、種別の単位でレポート

反映されます。

例：実績取込→予定取込→実績取込の場合、1回目の実績取込、１回目の予定取込、

２回目の実績取込でそれぞれレポート反映が行われます。
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【予実】推移表のヘッダー表示名・出力用パターンの
年度単位のコピー機能の追加

• 推移表のレポート出力の設定「推移表_ヘッダー表
示名」「推移表_出力用パターン」の情報を年度の
単位でコピーすることができるようになります。

• 設定値が存在する年度のリストが表示され設定のコ
ピーができます。

• コピー元・コピー先の年度で同一の予算区分から生
成された予算編成区分に対してコピーが行われます。
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【予実】レポートの比率項目の桁数設定ができる

• レポートの構成比率・比較比率の小数点桁数表示の設定を
「なし(0)」「小数点１桁(1)」「小数点２桁(2)」でそれぞれ
設定することができるようになります。

• ％の表示をする・しないを設定することができるようになり
ます。
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【予実】レポートの「最新のデータ登録日」の表示

• 表示条件の表示に設定したデータの最新のデータ更新日が表
示されるようになります。

• Excel出力時には、「出力日」「更新日」が表示されます。

• 予定データ・実績データで以下の通り判定されます。

予定データ…抽出条件で絞り込みされたセグメント・予算編成区分

のデータから最新の更新日時を表示します。

実績データ…抽出条件で絞り込みされた年月のデータから最新の

更新日時を表示します。
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【予実】レポート比較項目の拡張

• レポートの表示条件で「比較①・②」に加えて「比較③」が設定できるようになります。

また、比較項目間での差額・比率の表示も可能です。

• 比較可能な項目が増えることにより、より柔軟にレポーティング・必要な数値を表示できるよう
になります。
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【予実】ポータル・レポート出力の当月開始設定の拡張

• ポータル・出力パターンの「当月開始設定」で前後の設定と
前月・当月・翌月のパターンの設定ができるようになります。

• 「予定情報を末日の５日「前から翌月」を表示する」「実績
情報を末日の20日「後から前月」を表示する」など参照した
いタイミングに合わせた柔軟な設定ができるようになります。
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【予実】レポート出力の印刷設定の対応

• レポート出力されたExcelファイルに対して、以下の印刷設
定が初期設定されるようになります。

• 対比表・推移表は行が１ページに収まる設定がされます

• 推移表は半期の単位で改ページされます

• 総合表は列が１ページに収まる設定になります

• 総合表は印刷サイズがA3が設定されます

• ヘッダータイトルの不必要な列結合が解除されます

• 印刷時のページ数が表示されます

※Excelの動作により、自動で印刷時の改ページが行われることがあり
ます。その際は、手動でExcelの印刷設定を設定する必要があります。
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【予実】会計年月度を暦年・歴月の表記に変更

• 実績対象月の表記を会計年月度の表記から暦年・歴月の表記
に変更しました。

例（2021年1月度→2022年1月）

• 以下の画面が対象です。

• 予実管理>明細削除>明細削除

• 予実管理>明細照会・出力>明細照会・出力

• 予実管理>配賦>配賦処理

• 取込状況>詳細＞情報

• 履歴一覧>詳細＞情報


